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　11月7日、道の駅のと千里浜に熊本県のPRキャ
ラクター“くまモン”がやって来ました！
　羽咋市は平成28年4月に起こった熊本地震で被
災地となった熊本県へ食料品などの物的支援や市
職員の派遣による人的支援を行いました。今回は
その感謝と復興に向けた決意を伝えるためにやっ
て来たくまモン。道の駅には、そのかわいらしい
いでたちを一目見ようと大勢の親子連れが集まり、
くまモンが登場すると大歓声が沸き起こりまし
た。
　くまモンは、山辺市長にお礼の色紙をプレゼン
トし、お得意の“くまモン体操”も披露。会場一体
となって大盛り上がりとなりました。
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の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
見
に
行
っ
て
き
ま
し
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で
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寒
い
夜
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も

良
い
で
す
が
、
暖
か
い
夜
も
良
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と
思
い
ま
し
た
。（
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寒
い
夜
と
は
違
っ
て
、
じ
っ
く

り
と
楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
の
で

は
な
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で
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ょ
う
か
。
今
年
は
前

年
よ
り
２
万
球
の
電
飾
を
増
や
し
、

過
去
最
多
の
約
15
万
球
が
、
場
内

を
彩
っ
て
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イ
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。
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も
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自
分
で
収
穫
し
た
ミ
カ
ン
の
味
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ま
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別
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ね
。
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石
地
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狩
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と
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れ
て
い
ま
す
。
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本
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
る
人

の
元
へ
届
き
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
５
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
要
約

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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道の駅で“くまモン”フィーバー

お礼にお得意の体操も披露

↑大勢の人に取り囲まれ、大人気のくまモン。

「
藤

～郷土史・誌のあゆみ～

地域に寄せる関心

左から、『藤岡市史』、『鬼石町誌』、『藤岡町史』

～藤岡の文化を探る～
問い合わせ　文化財保護課（☎㉓5997）
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石川県羽咋市
は く い

まちの声
みなさんからの
声を紹介します。

　皆さんの声を募集します。本紙への感想、
身の回りであった出来事や日常生活で感じた
ことなどをお寄せください。「まちの声」で紹
介します。
　※個別の回答はしません

応募・問い合わせ　ハガキかメールに住所、
氏名、性別、年齢、電話番号、まちの声を
明記して〒375-8601（住所不要）市役所秘書
課広報広聴係「まちの声」応募係・　hisyo@
city.fujioka.gunma.jpへ

お便りをくれた人の中から、モミリーウィッチよ
りお好きなクレープ１つを15人にプレゼント。
応募締め切りは12月15日㈮当日消印有効です。

※当選者の発表は10日前後で、引換券の発送をもっ
　てかえさせていただきます

60種類以上の豊富なメニューに加え、季節限定メニュー
もご用意しています。テイクアウトや電話予約もご利
用ください。

プレゼントの提供者を募集しています。
秘書課広報広聴係☎402208までご連絡ください。

お好きなクレープ
※トッピングは除く

もちもちの生地を使っ
たボリューム満点のク
レープ！

藤岡市森342-4　☎㉒2207
営業時間／正午～午後６時
定休日／木曜日

クレープ屋さん モミリーウィッチ藤岡店

 
耳
よ
り
情
報

　数ある郷土史・誌は各地域研究の足跡とも
言えます。本市にも多くの郷土史・誌があり、
近年では『藤岡市史』（1984～2000年刊）・『鬼
石町誌』（1984年刊）、『多野藤岡地方誌』
（1974年刊）などがあります。また、市制施
行3年後の1957年にはそれまで製作の進めら
れていた『藤岡町史』が発刊されました。近
世・近代に関する記述が詳しく、その当時の
歴史を知るための重要な資料です。
　さかのぼって、古い時代のものになると江
戸時代の『上

こうずけめいせきし

野名跡志』（1853年）が挙げられ
ます。県史の前身というべき本で、藤岡の国
学者である富

とみた な が よ
田永世が著しました。この本で

は上野国の名跡や古い神社などの由来、村々
の沿革について述べられており、自分の住む
地域から記すとして、緑野郡・片岡郡・多胡

郡・甘楽郡の順で記述しています。
　他にも1910年発刊の『多野郡誌』、17年後
の増補改訂版『群馬県多野郡誌』など多くの資
料があり、これらの郷土史・誌は地域の歴史
を研究する上で重要な役割を果たします。
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